
　日本船舶海洋工学会主催「海洋教育フォーラム」とは、次世代を担う若者に海洋への関心を持っていただ
くために、全国の小中学校・高校の先生方・中高校生と大学生及び市民の方々を対象に、日本各地で過去7
年以上続けられている教育講演会です。わが国は海に囲まれているにもかかわらず、国民は意外と海の全体
像を知る機会がありません。
　そこで、今回のフォーラムでは、「海洋考古学からみた海・船・人」をテーマに専門家の先生方にわかりや
すく語っていただきながら、静岡県内の皆さんと今後の海洋教育のあり方について考えてみたいと思います。

日　時 ： 平成27年11月28日（土）13時30分～
場　所 ： 静岡市東部勤労者福祉センター「清水テルサ」７F会議室A・B
参加費 ： 無　料（参加者には、講演要旨集を配布）
定　員 ： 100名（先着順、申込み締切日：11月26日）
問合せ ： 東海大学海洋学部 海洋文明学科事務室 
TEL 054-337-0950
申込み方法 ： 下記のどちらかでお願いします。
（１）電子申請  https://eihan.com/mecc_shizuoka/
（２）チラシ裏面をFAX 054-337-0216にて申請

１３：００ 開　　場
１３：３０ 開会挨拶 日本船舶海洋工学会　海洋教育推進委員会委員長　小林正典
１３：４５ 講　 演１ 「人と海の生き物の考古学」　丸山真史（東海大学海洋学部）
１４：１５ 講　 演２ 「水中ロボットによる海底遺跡調査と教育活動」　坂上憲光（東海大学海洋学部）
１４：４５ 休　　憩　
１５：００ 講　 演３ 「沈船遺跡と海底ミュージアム構想の可能性」　小野林太郎（東海大学海洋学部）
１５：３０ 講　 演４ 「水中戦跡とユネスコ」　木村　淳（東海大学海洋学部）
１６：００ 休　　憩　
１６：１５ 総合討論 「過去から未来へ ̶超学際的海洋教育の可能性̶」　　　　　　　
  司　　 会：川崎一平（東海大学海洋学部）
  パネリスト：丸山真史・小野林太郎・木村　淳（東海大学海洋学部）・伊藤芳英（東海大学海洋科学博物館）　　　
１７：００ 閉会挨拶
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FAX 054-337-0216

第16回 日本船舶海洋工学会 海洋教育フォーラム

海洋考古学からみた海・船・人
開 催 日 ： 平成27年11月28日（土）13時30分～
開催場所 ： 静岡市東部勤労者福祉センター「清水テルサ」７F

F A X 申 込 書
送付先：東海大学海洋学部 海洋文明学科事務室

平成　　年　　月　　日

申込み内容

①参加代表者氏名

②参加人数（代表者含む）

③参加代表者の住所

④参加代表者のメールアドレス

⑤参加代表者の電話番号（携帯番号可）
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